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セイロンで米作りの指導に当たられた高橋教授を慕って

来られたのであるが、3年前の高橋教授がセイロンで1

ケ年間実地指導を行なっている間先生の助手として活躍

された方で、今回政府の低開発国協力基金制度の適毎に

より来日されたのである。同君は11月9日に日本に参り

東京其の他を見物され、この18日に鶴岡に着いたばかり

であり当分の間私の家で起居する予定である。これから

8ケ月間高橋教授のもとで勉強するわけですが末だ日本

語もわからず何かと不便と思います。会員各位には符や

職場でも程々お世話になることでしょう。何とぞ宣敷く

番います。

尚、セイロンの留学生として日本に来てう年になる

Milton Munidasa君、現在東京工業大学の化学の修士

課程に学んで居る方が釆鶴され辛にバーテー君とお会い

出来た。ミルトン君は米山奨学資金を受けて居られるの

でロータリーとも関係深いし、クリスマスには是非鶴岡

に来られるようお進めした。

（国際奉仕委員　小花盛雄君）

／／nンの話
回貴クラブに招かれ母国セイロンのお話を述べさせ

て頂くことを非常に喜んで居り、この機会を与えて下さ

ノ′／′った小花先生と高橋教授に感謝している。

私は月本国から比べて随分小さいセイロン国から只今

当確組こ着いたばかりである。セイロ∵ノの人口は約1100万

人です．，主要な輸出産物は茶、コ、ア・ココ椰子・ゴム

であり、その中で最も多いのは茶で世界各国へ輸出して

いる。茶は全島至るところで作っているがたまたま日本

に来てブルックボンヌの箱が見られ優しい気がした。茶

はリブトンやタンガアナ其の他の会社で作っているが茶

には2つの瞳賓があって、高い山の方で作っているもの

と低い平地で作っているものがあるの香や味は高い方で

作っているものの方が良いとされている。次にココ郁子

があるが椰子は種々なものに使用され用途は実に広い有

益な植物である。果実はカレーを作る材料に用いられ、

コプラは多量に輸出される。また郁子油を作りこれも輸

出される。椰子の繊維は敷物に織られたり、帯やマット

に使われるし、コ、ナツの花からはアラークと呼ばれる

酒も作られる。更に郁子の葉は屋板を葺く材料にされる

ゴムやコ、アは全部輸出される。セイロ∵／の主食はライ

スカレーであり米は仝消費量の半分位を国内で生産する

沢山の学生が生産技術を学ぶため日本に来ている。私

は日本政府に招かれ稲の栽培を学びに山形大学農学部高

橋教授に留学出来たことは帰国後セイロンの米作りに大

変有益となろうと考える。

セイロンでは工業製品は殆んど輸入にたよっているが

近い将来には国内でも生産されるようになるだろう。ゴ

ムは今のところ全部輸出しているが将来加工工場も出来

タイヤ等を製産されるようになる。セイロンの気候はこ

ちらと大変違い年中暖い。中央部の高い山では年間最低

気温が12度位に下ることもある。

最後にこの機会を与えて下さった鶴岡ロータリークラ

ブの皆様に心から感謝する。

0－人一筆　　　平　　　凡　　　人

皆　　川　　仙　　吉

私がロータリーに入会さして戴いてから約1年になる

その間会員としての使命も判らず只夢中で会に出席する

丈けで平凡にこの1年も過ごして来た。里見淳が「凧を

あげ乍ら」と云う随筆の中に、こんな事を言っている。

18世紀半から19世系己にかけての巨匠たち、ゲーテ・バ

ルザック・トルストイ・モーパッサン・ドストエフスキ

ーなどああいう人達の仕事となると伸び伸びと糸を操り

出したり糸をたぐり寄せたり、しかも全体として見れば

大空高く澄みきった大凧の感じだ。

こういった巨匠たちの仕事を思うと自分らのやってい

る事は子供の凧遊びであると。

俗人たる私は自分の平凡人たることも若い項から最も

よく知っているのは自分自身であった。だから私はこれ

迄望んで来たのは人生範に於ても又人生実行に放ても決

して過大を望まず自分の分担応を知っていた。私の希望

は精々いくらでもいゝ平凡人になり琵いと思う位のもの

であった。′ト心者と笑われてもよい、この目標が誤って

いたと言われても私は悔いない。

もともと平凡人か非凡人になり度いなどゝ大それた考

えに苦しめられて結局いつも空虚な常に満たされない一

生を送るよりは自からを安んじてこうした平凡な愉しい

無理の少しもない米の飯のような一生を送った方がどれ

ほど私の柄に会い且つ幸福であると思う。

私は心からこれで満足する。自己満足のそしりがある

かも知れない。然しそんな事はどうでもよい。私は自分

だけでは、自からの生を充実させるために、また与へら

れた乏しい才能を柄相応に出来る丈け伸ばすためにあり

ったけの自分の努力を責したいと思っている。

0幹事報告

○会報到着　　長井、村上、仙台、山形、郡山、本荘

各R．C

O例会日変更

石巻R．C12月3日（月）の例会を公式訪問の

ため石巻東R・Cと共催で11月30日

（土）に操上げる。

〇二コニコ詰

お仕事多忙で遅刻　　　　三浦君

0本日の献立

さしみ（鯛）、焼物（小鯛）、吸物（塩債・ねぎの麿考

仕立）


